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６
月
15
日
正
午
か
ら
、
令

和
５
年
度
の
野
田
は
ま
な
す

会
総
会
及
び
ふ
る
さ
と
交
流

会
が
、
銀
座
の
パ
ー
テ
ィ
ー　

エ
タ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
３
年
間
開
催
を

控
え
て
い
ま
し
た
が
、
約
60

人
の
出
席
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

来
賓
と
し
て
故
郷
野
田
村

か
ら
は
小
田
祐
士
村
長
、
廣

内
和
之
前
村
議
会
議
長
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近

隣
の
友
好
団
体
か
ら
は
、
東

京
様
似
会
、
久
慈
ふ
る
さ
と

会
、
ふ
る
さ
と
普
代
会
、
東

京
大
野
つ
ば
さ
会
、
在
京
軽

米
会
、
久
慈
高
校
同
窓
会
東

京
支
部
、
久
慈
地
区
高
校
東

京
同
窓
会
な
ど
の
会
長
、
幹

事
長
、
役
員
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度

の
事
業
報
告
と
決
算
及
び
令

和
５
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
案
が
提
案
ど
お
り
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
小

田
村
長
と
廣
内
前
村
議
会
議

長
よ
り
お
祝
い
の
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
、
総
会
は
円

滑
に
終
了
し
ま
し
た
。

  

続
い
て
、
ふ
る
さ
と
交
流

会
は
、
第
三
代
会
長
で
、
桜

庭
昌
吾
顧
問
・
相
談
役
の
乾

杯
の
発
声
で
賑
々
し
く
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
は
、

友
好
町
村
と
な
っ
て
い
る
東

京
様
似
会
の
橋
爪
年
幸
会
長

と
東
京
大
野
ふ
る
さ
と
会
の

福
島
義
雄
会
長
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。

  

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
野

田
観
光
大
使
で
あ
り
、
民
謡

歌
手
の
伊
藤
多
喜
雄
様
、
ハ

イ
ク
ラ
ソ
ー
ナ
の
佐
野　

啓

様
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
）、

岡
野
智
光
様
（
ギ
タ
ー
奏
者
）

を
お
招
き
し
、
会
場
を
和
や

か
に
格
調
高
く
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
伊
藤
様

に
は
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

節
」
の
創
作
の
頃
の
事
を
話

さ
れ
、
熱
唱
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

野
田
村
の
観
光
物
産
館
ぱ

あ
ぷ
る
で
、
村
の
特
産
品
販

売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
の
だ

塩
ラ
ー
メ
ン
、
干
し
シ
イ
タ

ケ
な
ど
、
す
ぐ
に
完
売
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
イ
ク
ラ
ソ
ー
ナ
の
佐
野

様
、
岡
野
様
に
は
岩
手
県
の

北
三
陸
を
舞
台
と
し
た
朝
ド

ラ
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
を
皮
切
り
に
、
懐

か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
吹
奏

い
た
だ
き
、会
の
最
後
は
、「
ふ

る
さ
と
」「
野
田
中
学
校
校
歌
」

の
伴
奏
で
、
出
席
者
全
員
で

歌
い
、
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

「
野
田
は
ま
な
す
会
総
会
お
よ
び

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
交
流
会
」
開
催

今
年
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
銀
座
の
会
場
で
約
60
人
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業
計
画
と
予
算
な
ど
を
承
認
し
ま

し
た
。
二
次
会
も
約
40
人
が
参
加
し
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
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会
員
の
皆
さ
ん
、
お
元
気

で
お
過
ご
し
で
す
か
。
今
年

の
夏
も
記
録
的
な
猛
暑
で
熱

中
症
や
、
異
常
降
雨
に
よ
る

浸
水
、
土
砂
災
害
な
ど
の
甚

大
な
災
害
が
連
日
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
厳

し
い
環
境
の
な
か
を
無
事
乗

り
切
り
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
異
常
気

象
は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
体
調
管
理
に
は
十
分
気

を
付
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

去
る
６
月
25
日
に
は
４
年

ぶ
り
に
、
野
田
は
ま
な
す
会

総
会
・
ふ
る
さ
と
交
流
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
故
郷
野
田
村
か
ら
小
田

祐
士
村
長
、
廣
内
和
之
前
村

議
会
議
長
を
お
迎
え
し
、
多

く
の
会
員
、
ご
来
賓
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
盛
会
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

ん
（
根
井
出
身
）
の
司
会
進

行
の
も
と
、
ハ
イ
ク
ラ
ソ
ー

ナ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
懐
メ
ロ

演
奏
、
そ
し
て
野
田
村
観
光

大
使
で
も
あ
る
伊
藤
多
喜
雄

さ
ん
に
も
特
別
参
加
を
い
た

だ
き
、
絶
妙
な
ト
ー
ク
と
民

謡
で
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ

る
ぐ
ら
い
会
場
は
多
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に

ハ
イ
ク
ラ
ソ
ー
ナ
が
奏
で
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
、
全
員

で
声
高
ら
か
に
母
校
野
田
中

学
校
歌
を
合
唱
し
、
閉
会
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
語

り
尽
く
せ
ぬ
想
い
で
会
員
の

ほ
と
ん
ど
が
二
次
会
に
突
入

し
、
村
出
身
者
同
士
が
誰
に

も
気
兼
ね
な
く
語
り
合
う
姿

は
大
変
有
意
義
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
一
年
後
元
気
に
再

会
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
散

会
と
し
ま
し
た
。

　

結
び
に
日
頃
よ
り
、
当
会

へ
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
年
会
費
に
つ
い
て
も
何

か
と
出
費
多
き
折
か
と
存
じ

ま
す
が
、
何
卒
野
田
は
ま
な

す
会
の
活
動
を
ご
理
解
い
た

だ
き
ご
協
カ
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

残
暑
厳
し
い
折
、「
野
田
は

ま
な
す
会
」
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
の
お
盆

は
、
野
田
村
も
こ
れ
ま
で
に

な
い
暑
さ
が
続
き
、
帰
省
さ

れ
た
皆
さ
ま
は
、
涼
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
な
く
戻
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
の
度
、
議
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
米
田
忠
一
で
ご
ざ

い
ま
す
。
安
心
安
全
な
村
づ

く
り
の
た
め
、
議
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
が
緩
和
さ
れ
、
今

年
は
村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
「
野
田
ま
つ
り
」
が
４

年
ぶ
り
に
３
日
間
の
開
催
と

な
り
、暑
い
中「
山
車
」や「
み

こ
し
」
が
練
り
歩
き
、
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
声
が
町
中

に
響
き
わ
た
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
る
と
同
時
に
、
村
民

た
ち
は
「
ホ
ッ
」
と
し
た
様

子
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災

で
街
並
み
は
大
き
く
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昔
な

が
ら
の
「
ま
つ
り
」
が
残
る

野
田
村
を
、
子
ど
も
た
ち
に

残
し
て
い
け
る
よ
う
、
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
会
員
の
皆
さ
ま
、

ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

野
田
村
の
現
況
に
つ
い
て
、

小
田
村
長
、
廣
内
前
村
議
会

議
長
か
ら
復
興
事
業
は
全
て

完
了
し
た
こ
と
、
野
田
Ｉ
Ｃ

（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
近
く

に
交
流
物
産
館
を
計
画
、
野

田
小
学
校
を
中
学
校
そ
ば
に

移
転
、
村
の
人
口
３
９
０
０

人
台
に
減
少
し
た
こ
と
、
３

日
間
の
野
田
ま
つ
り
の
復
活
、

そ
し
て
漁
協
に
て
19
年
振
り

に
港
ま
つ
り
を
開
催
予
定
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
場
は
霞
が
関
ビ

ル
の
東
海
大
学
校
友
会
館
が

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
令
和
２
年
７
月
を
も
っ
て

閉
館
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

中
央
区
銀
座
６
丁
目
ダ
イ
ワ

銀
座
ビ
ル
地
下
２
階
の
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場
と
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
交
流
会
で
は
東

京
地
区
幹
事
の
加
藤
和
子
さ

野田はまなす会総会・ふるさと交流会の様子

野田村観光大使
伊藤 多喜雄  様（写真左）

来賓あいさつ
東京大野つばさ会
会長  福島 義男  様

ハイクラソーナ演奏
佐野  啓  様    （写真左）
岡野 智光  様（写真右）

交流会の様子

お楽しみ抽選会二次会の様子

来賓あいさつ
東京さまに会

会長  橋爪 年幸  様交流会の様子

野
田
ま
つ
り
・
の
だ
港
ま
つ
り
開
催

　

野
田
ま
つ
り
が
、
８
月
25

日
か
ら
27
日
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
以
前

と
同
様
に
、
３
日
間
で
の
開

催
と
な
っ
た
今
年
の
野
田
ま

つ
り
。
来
場
者
ら
は
、
元
気

な
掛
け
声
や
笛
、
太
鼓
の
心

地
よ
い
お
囃
子
に
胸
を
躍
ら

せ
な
が
ら
、
勇
壮
な
山
車
や

み
こ
し
の
運
行
を
笑
顔
で
見

守
り
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ 　

会
長

　
　
　

久 

慈 

士 

郎
　

19
年
ぶ
り
と
な
る
、
の
だ

港
ま
つ
り
が
８
月
26
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。。
漁
師
ら
が

神
事
に
参
列
し
、
操
業
の
安

全
と
大
漁
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
漁
旗
を
な
び

か
せ
た
第
ニ
十
八
浜
山
丸
な

ど
の
漁
船
に
よ
る
海
上
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ 　

野
田
村
議
会
議
長

　
　
　

米 

田 

忠 

一

下組山車中組山車上組山車

子どもみこし

のだ港まつり海上パレード祭りの最後を飾る打ち上げ花火
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５ 
月 
28 

日
に
池
袋
駅
東

口
に
お
い
て
、
岩
手
県
人
会

の
春
季
献
血
活
動
（
日
本
赤

十
字
社
へ
の
協
力
活
動
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

野
田
は
ま
な
す
会
か
ら
は
、

桜
庭
顧
問
、久
慈
会
長
、山
根
・

米
田
両
副
会
長
、
坂
本
幹
事

長
、
戎
谷
幹
事
の
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
秋
季
は 

11 

月 

５
日
に
同
じ
場
所
で
実
施
す

る
予
定
で
す
。
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆東京銀座の、ど真ん中の一等地で、イタリア有名ブラ
　ンド「アルマーニ」の制服で有名な泰明小学校の真向　
　かい､【PARTY For ETERNITY】( ﾊﾟｰﾃｨ ﾌｫｰ ｴﾀﾆﾃｨ ) で、
　野田はまなす会総会・ふるさと交流会が行われるとは、
　狂気の沙汰かと、一瞬耳を疑うような出来事に思われた。
◆階段で地下 2 階まで降りて、会場の扉を開けると、そ
　こは聞きなれた訛りが飛び交い、銀座の地にふさわし　　
　くない野田弁丸出しの世界が溢れていた。
◆あぁー、やっぱりここは野田だと、安心をした。いっ
　たいこの安心感はどこから来るのか。それは生ま育っ
　た故郷の匂い、空気感ではないだろうか。
◆小生が卒業時の野田小学校校歌、♪明治九年の秋たけ
　て～、♪菊かもかおる城内に～、♪重き使命をにない
　つつ～、♪いしづえかたく～、♪築かれて～、♪我が
　学び舎は生い立てり～♪
◆銀座の名門小学校より、古い歴史を刻む、野田小学校
　生は、アルマーニは着てはいませんが、心に錦を着て
　います。
◆古い野田小学校校歌から、先人の文化の香りを感じま
　す。重き使命を担う大勢の、野田弁がますます聞こえ
　てくる事を祈ります。 　　　　　　    　　  （ M・Y ）

【  あ と が き  】

 
岩
手
県
人
会

　
　

  　
  

春
季
献
血
活
動岩手県人会献血活動に参加

　

８
月
６
日
に
、
目
利
き
の

銀
次
虎
ノ
門
店
で
役
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は

桜
庭
顧
問
、
久
慈
会
長
の
ほ

か
11
人
で
し
た
。

野
田
は
ま
な
す
会

　
　
第
２
回
役
員
会
開
催

令和５年度　日帰りレクリエーション
 「 食べて、飲んで、ふるさとを語る バーベキュー大会 」
　・期日　10 月８日（日）午前 10 時～
　・場所　千葉県松戸市「21 世紀の森と広場」
                  （木もれ陽の森のバーベキュー場）
　 ・集合    ＪＲ武蔵野線　「新八柱駅」  南口出口
                      　新京成線      「八柱駅」
　 ・会費　3,000 円     
　・申し込み先  ( 埼玉県幹事 )
         会 　   長　久慈　士郎    090-5567-5795
         担当幹事    坂本　　悟    090-4841-3612
　　　　　　　  桜庭　昌吾    090-9002-4356
　　　　　　　  大沢　清子    090-2230-9426

　

久
慈
会
長
か
ら
報
告
事
項

と
し
て
、
岩
手
県
人
会
献
血

活
動
に
つ
い
て
、
令
和
６
年

２
月
４
日
に
岩
手
県
人
会
新

春
の
懇
親
会
が
上
野
東
天
紅

で
開
催
さ
れ
る
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
年
会
費
未
納
者

が
59
名
と
の
報
告
が
あ
り
、

対
応
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
は
ま
な
す
通
信
は

予
算
の
都
合
上
、
67
号
は
４

ペ
ー
ジ
で
対
応
す
る
な
ど
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
令
和
６
年
度
総
会
・
交

流
会
は
、
６
月
23
日
に
予
定

し
て
い
ま
す
。
第
３
回
役
員

会
を
令
和
６
年
１
月
７
日
、

同
会
場
で
開
催
す
る
こ
と
、

令
和
５
年
度
日
帰
り
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
日
時
と
場
所

を
決
定
し
ま
し
た
。

岩手県人会

　

６
月
24
日
に
、
久
慈
高
校

東
京
支
部
同
窓
会
の
集
い
が
、

銀
座
で
開
催
さ
れ
た
。
久
慈

市
か
ら
澤
里
副
市
長
、
野
田

村
か
ら
小
田
祐
士
村
長
、
野

田
は
ま
な
す
会
か
ら
桜
庭
昌

吾
顧
問
、
久
慈
士
郎
会
長
な

ど
を
来
賓
に
、
約
70
人
の
出

席
者
が
あ
り
、
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
２
日
に
は
久

慈
地
区
高
校
東
京
同
窓
会（
久

慈
工
業
高
・
久
慈
東
高
校
）

の
集
い
が
、
神
田
神
保
町
の

学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
野
田
は
ま
な
す
会
か
ら

桜
庭
顧
問
、
久
慈
会
長
、
坂

本
悟
幹
事
長
、
戎
谷
牧
子
幹

事
が
出
席
し
ま
し
た
。
久
慈

市
の
澤
里
副
市
長
を
は
じ
め

両
校
の
校
長
先
生
、
教
職
員

の
先
生
な
ど
の
出
席
を
い
た

だ
き
総
勢
50
人
で
の
交
流
会

で
し
た
。
久
慈
地
区
高
校
東

京
同
窓
会
に
は
、
多
く
の
村

出
身
者
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
た
め
、
野
田
は
ま
な
す
会

の
会
員
拡
大
に
つ
な
が
れ
ば

と
の
思
い
で
す
。

第２回役員会の様子

友
好
団
体
と
の
交
流


